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１．研究計画の概要 
 スピントロニクス研究の発展の中で「スピ
ン流」と呼ばれる新たな物理概念が登場し、
その重要性が近年強く認識されるようにな
った。スピン流は、磁化（磁気的信号）と電
流／電圧（電気的信号）あるいは光（光学的
信号）との間の相互変換・制御に関わる重要
なキーワードである。 
 本特定領域では、スピン流の生成と消滅、
そしてそれらを通して生じる物理的信号の
変換・制御に関わる学理を確立し、新規なデ
バイス応用への可能性を探索することを目
的としている。組織的な研究推進と効率的な
目標達成のために、「A01 スピン源の探索・
創製」、「A02 スピン流とナノへテロ構造」、
「A03 スピン流と光物性」、「A04 スピン流
と電子物性」、「A05 スピン流と機能・制御」
の５つの研究項目を設定した。 
 総括班は本特定領域全体のコーディネー
タ的役割を果たし、研究動向の分析、全体戦
略の策定、各研究項目間の連絡・調整、計画
研究と公募研究の間の連絡・調整、成果のと
りまとめと外部への発信などを行い、同時に
研究推進上必要となる科学・技術上のアドバ
イスと研究成果の客観的な内部評価を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 19 年度は、平成 19 年 10 月 4~5 日
に東北大学でキックオフミーティングを開
催した。86 名の参加者があり、計画研究代
表者間の相互理解を深めるとともに、研究計
画について活発な議論がなされた。10 月 5 
日には第 1 回総括班会議を行い、運営方針や
共同研究の進め方などについて討論し、研究
協力者から助言を受けた。また、ホームペー

ジおよびメーリングリストを作成すること
で、計画研究代表者間のみならず関連研究者
との間でコミュニケーションが取れる体制
を構築した。平成 20 年 2 月 27~28 日には
東京大学で平成 19 年度の成果報告会を開催
し、研究の進捗状況の検討と成果の外部への
発信を行った。2 月 28 日には第２回総括班
会議を行った。3 月 12 日には「若手研究交
流会」が開催され、9 人の若手研究者による
活発な研究討論が行われた。3 月末には、海
外も含めた外部への情報発信のための平成
19 年度英文成果報告書を冊子体としてまと
めた。計画研究代表者間のコミュニケーショ
ンのため、ニュースレター第 1号も刊行した。 
 平成 20 年度は、7 月 22~24 日に平成 20
年度研究会（京都大学、参加者 119 名）およ
び第3回総括班会議を開催し、平成21年1 月
7~8 日に平成 20 年度成果報告会（東北大学、
参加者 111 名）および第 4 回総括班会議を開
催した。10 月にはニュースレター第2号を、
3 月末には平成 20 年度英文成果報告書およ
びニュースレター第 3 号を刊行した。 
 平成 21 年度は、8 月 9~11 日に平成 21 年
度研究会（北海道大学、参加者 128 名）およ
び第5回総括班会議を開催し、平成22年1 月
13~14 日に平成 21 年度成果報告会（東京大
学）および第 6 回総括班会議を開催した。12 
月 14~15 日には第 2回「若手研究交流会」（物
材研）が開催された。9 月にはニュースレタ
ー第 4 号を、3 月末には平成 21 年度英文成
果報告書およびニュースレター第 4号を刊行
した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
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 定期的な総括班会議の開催により、領域の
運営方針や共同研究の進め方、各研究項目間
の調整等を行うことができ、円滑な本研究課
題の遂行が実現している。また上記の研究会、
成果報告会の定期的な開催による密接な研
究討論に加え、ニュースレターや英文成果報
告書の刊行を定期的に行うことにより外部
への情報発信も積極的に行っている。 
 本特定領域発足後、「スピン流が生み出す
新しい物性（応用物理学会シンポジウム、平
成 21 年 9 月 9 日）」や「International 
Workshop on Spin Currents（平成 22 年 2
月 8~10 日）など、「スピン流」をキーワード
とする学会シンポジウムが 4 件、国際ワーク
ショップが 4 件、研究会や講演会が 4 件と多
数開催されており、その多くに本特定領域研
究が協賛している。このように、スピン流が
関連学会でトピックスになっており、予想以
上の成果が得られたものと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究会や刊行物による情報発信の結果、学
会におけるスピン流の重要性は強く認識さ
れ始めたが、それと比較して産業界での認識
は現在十分とは言えない。基礎から応用への
展開を望むには、産業界からの注目は不可欠
であり、今後は産業界や一般社会への研究成
果のアピールを強く進めていく予定でいる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
個々の研究成果については、各計画研究の研
究成果欄に記載されているが、スピン流全体
に対するレビューや総合講演を以下に記載
する。 
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